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生産面からのGDPは中段： 
付加価値の合計 

分配の合計 
 ＝1000万 

原材料 中間財 最終財 
付加価値の合計 

生産面からみた  ＝400+200+400 
ＧＤＰ  ＝1000万 

生産 400万 生産 600万 
生産 1000万 

製品として購入される 

支出面から見た 
ＧＤＰ 輸出-輸入 支出の合計 

 ＝1000万 

400万 

400万 200万 

200万 400万 

消費者、政府購入 企業購入 

400万 400万 600万 

所得 

所得 



日本経済新聞18年3月8日付 
支出項目ごとに内訳が出る 



政府支出の取り扱い 

• マクロモデルでは、政府がモノ・サービスを買
うのも（最終）支出になる 

• その後の段階で加工を加えたりしない＝政府
は消費者と同じような扱いとなる 

• 政府は、税金を家計からとり、政府支出を行
う主体である。 

• 後で出てくるが、景気が悪い時、政府は政府
支出を増やすことで、GDPを大きくすることが
できる。 

• 政府支出は、政府消費と公共投資で構成さ
れている。 



45度線マクロ・モデルの前提 

• GDP（景気の変動）は、総需要の大きさで決ま
る。 

• 企業は、自分の生産する財・サービスが思っ
たように売れない場合、少なくとも短期的には
数量調整する。 
– 海岸のアイスクリーム 
– 注文生産 



45度線マクロ・モデルの構造 
• モデルの方程式は、 

 
𝑌 = 𝑐0 + 𝑐1 𝑌 − 𝑇 + 𝐼 + 𝐺 

 
• 左辺（最終財生産量）が右辺（総需要）と釣り合うように、GDP

が決まるというもの。 
• 総需要は、消費、投資、政府支出の和である。 

 
 



４５度線図 

Y 

Y 

Y = Y 

45° 

このYは、国内で生産され支

出される最終財の量を意味
する。 

このYは、実質の所得を
意味する。 

45度線上では、最終財の生産量

（支出量）は、所得に等しくなる。
GDPの定義からして、これはどのよ

うな場合でも成り立っている。つま
り、経済は常に45度線上にある。 



45° 

総需要と45度線図 

Y 

Y Y = Y 

Y* 

総需要Yd  
傾き
はc1 

Y切片は正 GDPの水準がここにある時

に限り、モデルの方程式が
成り立つ＝均衡している。 



「均衡している」の意味 

• 均衡点のGDPが実現している場合、企業が生
産した量が、ちょうど全部「需要されている」。
現実には、ちょうど総需要の量だけ、売れる
（消費、投資、政府支出）。 

• GDPが均衡水準よりも小さかったら何が起き
るか？大きかったらどうか？→ 数量調整が
始まる。 



45° 

数量調整による生産の変動は増幅する 

Y 

Ys Y = Y 

Y* 

Yd ：総需要 

Y1 Y2 

予想外に
売れ残る 

予想したよ
りも売れる 



Y*が理想水準とは限らない 

• 短期マクロモデルの均衡値はY*。 
• ただし、生産量がY*でも不況や景気過熱のこ
とがある。 

• 理想的な水準のYを、完全雇用産出量あるい
は潜在GDPとよぶ。 

• Yが理想的な水準であれば、経済は、完全雇
用となる。 

• 完全雇用は、労働力や資本が「無理なく、全
部使用されている」 



不況は総需要の減退から起きる。完全雇用産出量よりも
GDPが小さい状態が続くと失業が発生する。 

45° 

Yｆ：完全雇用産出量 

Yd，Y 
Y = Y 

Y* ： 現 実
のGDP 

Yd  

Yd 

デ
フ
レ
・ギ
ャ
ッ
プ 



景気の過熱は総需要が大きくなりすぎることから発生する。
この状態が続くと、物価上昇（インフレ）が生じる。 

45° 

Yｆ：完全雇用産出量 

Yd，Y 
Y = Y 

Yd 

Yd イ
ン
フ
レ
・ギ
ャ
ッ
プ 

Y*：現実のGDP 



復習問題 
1. 総需要が総生産を下回ると生産は増えるか、

減るか 
2. マクロ経済の均衡式（下記）をもとに、均衡

するGDPを求めよ。 
𝑌 = 𝑐0 + 𝑐1 𝑌 − 𝑇 + 𝐼 + 𝐺 

3. C = 100 + 0.5*(Y － T) , I = 100, G = 90, T = 80
のとき、Yの値を求めよ（これが、均衡する
GDPである）。 
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